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1 Accelcoder X のご紹介 

Accelcoder X をご利用いただき、まことにありがとうございます。Accelcoder Xは、ソースメディアを Blu-ray または

その他の異なる出力フォーマットに変換するためのソフトウェアです。 

このマニュアルをお読みになる前に、ウェブサイトに記載されているシステム要件をよくお読みのうえ、アプリケーションのダ

ウンロード、インストール、ライセンスの認証までを完了させておいてください。 

1.1 Accelcoder X の利用シーン 

1.1.1 Blu-ray ディスクオーサリング 

表示デバイスの大型化、3D コンテンツの普及にともない、Blu-rayは DVD にとって代わる存在になりつつあります。 

しかし、Blu-ray ディスクを制作する環境を構築するためには、高価なソフトウェアや専用ハードウェアなど、多大な設

備投資が必要です。 Accelcoder Xは、Blu-ray および Blu-ray3D規格に準拠していることはもちろん、部分再

エンコードや、カスタムマトリックス設定、プレフィルタといったプロ向けの機能も利用可能でながら、 驚くほど低いコストで

本格的な Blu-ray エンコーディング環境を構築することができます。 

1.1.2 制作プレビュー 

大容量の Blu-rayディスクは、パッケージメディアとしてのみならず、アーカイブとしても利用することができます。例えば、

映像作品の制作や編集段階で、関係者を集めた制作プレビューを行う時にも Blu-rayディスクは大活躍します。ディ

スクは市販の BD プレーヤで再生することができるため、チェックの場所を選ばず、受け渡しにも便利です。 

さらに、TIFFやDPXで出力した連番ファイルをそのまま読み込んで、エクスプレスオーサリングを行えば、エンコード時間

のみで、プレビュー用 Blu-ray ディスクが完成します。エクスプレスオーサリングは 2D にも 3D にも対応しています。 

1.1.3 プロモーションBlu-ray の制作 

高解像度で制作した作品のトレーラーや製品 CM、特典映像などのプロモーション映像を、オンライン配信や DVD だ

けに使っていてはもったいありません。Blu-ray ディスクとして配布することで、オリジナルの迫力を損なわない、ハイクオリ

ティな映像をユーザに届けることができます。Accelcoder X のエクスプレスオーサリング機能を使えば、コストをかけずに、

プロモーション用 Blu-ray ディスクを制作することも可能です。 

1.1.4 IPTV/ビデオストリーミング 

PCやモバイルデバイスで動画を楽しむユーザが増え、映像配信に対するニーズはどんどん高まっています。 

Accelcoder Xは、IPTVにも利用可能なMPEG2-TSフォーマットや、PCやモバイルデバイス再生用のMP4、FLV

など様々な出力フォーマットをサポートしています。 
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2 クイックスタートガイド 

ここではソースファイルを追加してからからエンコードを行うまでの最も簡単な手順を説明します。 

 

1. Accelcoder X を起動 

2. プロジェクトフォルダの作成  

3. テンプレートの選択 

4. ビデオのインポート 

5. オーディオのインポート  

6. エンコードの開始 

7. エンコード結果の取得 

 

2.1 Accelcoder X を起動 

スタートメニューまたはデスクトップのショートカットから Accelcoder X を起動します。 

初回起動時にはMy Account に登録したメールアドレスと、ライセンスキーの入力が必要です。 

 

2.2 プロジェクトフォルダの作成 

エンコード後のデータが保存される場所  (プロジェクトフォルダ) を作成します。 

プロジェクトフォルダに表示されている root フォルダ  (デフォルトでは C:¥Accelcoder_work¥jobs) を右クリックし、

New Folder を選択します。root フォルダに新しいプロジェクトフォルダが作られます。 

 

 

2.3 テンプレートの選択 

Accelcoder X には、あらかじめいくつかのエンコードテンプレートが用意されています。ここでは、今回のプロジェクトで

使用するテンプレートを選択します。Template タブに移動し、任意のテンプレートをダブルクリックします。選んだテンプ

レートに緑のチェックがつけば完了です。事前に用意されているテンプレートについては、「プリセットテンプレート」を参照

してください。 
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使いたいテンプレートがない場合は、既存のテンプレートをコピーしてカスタマイズすることもできます。その場合の操作方

法は、「テンプレートのカスタマイズ」をご覧ください。 

 

2.4 ビデオの追加 

ビデオソースをひとつのエンコードジョブとして追加します。 

Job タブに戻り、Job List上にビデオファイルをドラッグ＆ドロップします。ファイル名がジョブとして追加されます。 

素材が連番画像の場合は、フォルダごとドラッグ＆ドロップします。 

素材が 3D の場合は、左右のビデオファイルまたはフォルダを一緒にドラッグ＆ドロップします。  (テンプレートで3D が

選ばれている必要があります。)  

 

 

2.5 音声の追加 

音声ファイルを別途追加する場合は、追加するジョブをダブルクリックして、パラメータセッティングウィンドウを表示します。 

Basic > Input > Sub Input で Audio を選択し、ブラウズボタンで音声ファイルの場所を指定します。指定したら

OK を押してください。 
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2.6 エンコードの開始 

エンコードするジョブを選択して、Encodeボタンをクリックします。 

エンコード中の映像を見る場合は、PreviewWindow ボタンをクリックしてください。 

 

 

2.7 エンコード後データの取得 

エンコード済みデータは、プロジェクトフォルダの示す場所と同じところに保存されています。下の場合には、

C¥Accelcoder_work¥jobs¥NewFolder¥FlyingVegetablesの中にエンコード済みデータが保存されていま

す。 
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3 ウィンドウの説明 

Accelcoder Xには、エンコードタスクを管理する「メインウィンドウ」、映像の確認を行う「プレビューウィンドウ」、エンコー

ド設定を行う「パラメータセッティングスウィンドウ」の 3 つがあります。 

3.1 メインウィンドウ 

Accelcoder X を起動すると以下の画面が表示されます。 

 

3.1.1 エンコードメニュー 

ƴ  New プロジェクトフォルダやジョブなどを新規追加することができます。 

ƴ  Delete プロジェクトフォルダやファイル、ジョブなどを削除することができます。 

ƴ  Property テンプレートやジョブの設定内容を見ることができます。 

ƴ  Encode エンコードを開始します。 

ṇ ṇ 
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ƴ  Stop エンコードを停止します。 

ƴ  PreviewWindow プレビューウィンドウを表示します。 

 

3.1.2 セッティングタブ 

セッティングタブは、Job、Template、Log、Environmentの 4 つタブで構成されています。 

 

 ̧ Job 

 

ƴ プロジェクトフォルダ 

エンコード結果が保存されるフォルダの場所を示しています。この中でフォルダを追加/

削除することもできます。 

Encoding Jobs には、エンコード中またはエンコード待ちのジョブが表示されます。 

ƴ ジョブリスト 
プロジェクトフォルダごとのジョブを表示します。ジョブはソースビデオごとに作成されま

す。 

ƴ エンコード結果 
ジョブごとのエンコード履歴を表示します。各結果をダブルクリックすると、エンコード時

の設定やログなどを確認できます。 

ƴ プログレスバー 
エンコード中のジョブの進捗状況を表示します。バーの右側には、進捗率、エンコード

スピード、予想終了時刻が表示されます。 

  

ṇ  

ṇ 



 | 11 

 

Version 1.1.0 Last updated 2/3/2012. 

 

 ̧ Template 

テンプレートには、出力形式ごとのさまざまな設定が保存されています。Accelcoder X には、あらかじめいくつかのプリ

セットテンプレートが登録されています。各テンプレートの詳しい説明は、「プリセットテンプレート」を参照してください。 

 

 

 ̧ Log 

Accelcoder X の動作状況を表示します。メディアの読み込みに使用したデコーダや、エンコードログ、エラーが発生し

た場合には、エラーの内容が表示されます。 

 

 

 

 ̧ Environment 

アプリケーションプログラムの保存先や root プロジェクトフォルダの場所、Log ファイルの場所などを設定することができま
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す。Environment の設定変更を完了するには、アプリを再起動する必要があります。 

 

 

 ̧ Help 

テクニカルサポートへの連絡、ユーザーマニュアル、リリースノート、バージョン情報などはこちらからご覧いただけます。 
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3.2 プレビューウィンドウ 

ソース映像やエンコード映像を表示するウィンドウです。 

メインウィンドウのエンコードメニューから PreviewWindow をクリックすると、プレビューウィンドウが表示されます。 

プレビューウィンドウの操作方法は、「プレビュー」を参照してください。 

 

 

  

ṇ  

ṇ  

 



 | 14 

 

Version 1.1.0 Last updated 2/3/2012. 

3.3 パラメータセッティングスウィンドウ 

さまざまなエンコード設定を行うためのウィンドウです。各パラメータの詳しい説明は「パラメータセッティングス」を参照して

ください。 
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4 プロジェクトフォルダの作成 

4.1 フォルダの作成 

ソースメディアをインポートするためのプロジェクトフォルダを作成します。エンコード済みデータは、プロジェクトフォルダの中

に保存されます。 

 

1. Job タブを開きます。 

2. プロジェクトフォルダに表示されている root フォルダ  (デフォルトでは C:¥Accelcoder_work¥jobs) を右クリ

ックし、New Folder を選択します 

3. root フォルダの下に新しいプロジェクトフォルダができれば OK です。 

 

 

4.2 ルートフォルダの追加と削除 

ルートフォルダは、プロジェクトフォルダのトップに位置するフォルダです。デフォルトでは C:¥Accelcoder_work¥jobs

に設定されています。ルートフォルダの追加は Environment タブで行います。 

 

 ̧ ルートフォルダの追加 

1. Environment タブを開きます。 

 

 

2. Job Foldersの右端にあるブラウズボタンをクリックし、任意のフォルダを指定します。 

3. リストボックスにフォルダの場所が追加されます。 

 

4. 新しいフォルダを有効にするには、画面下の Apply をクリックして、アプリケーションを再起動します。 

5. Job タブを表示し、Project Folders に追加したフォルダの場所が表示されていれば OK です。 
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 ̧ ルートフォルダの削除 

1. Environment タブを開きます。 

2. Job Foldersで、削除するフォルダを右クリックし、Delete を選択します。 

 

 

3. 削除を有効にするには、Apply をクリックして、アプリケーションを再起動します。ここでフォルダを削除しても、実際

のフォルダは削除されません。 

4. Job タブに移動し、Project Folders で削除したフォルダが消えていれば OKです。 
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5 テンプレートの設定 

テンプレートには、出力形式ごとのさまざまな設定が保存されており、各ジョブにテンプレートの設定を適用して使用する

ことができます。Accelcoder X には、あらかじめいくつかのプリセットテンプレートが登録されています。 

5.1 プリセットテンプレート 

プリセットテンプレートには、下記の 6種類です。プリセットテンプレートは、編集、削除することができません。 

 

テンプレート名 説明 
平均 

ビットレート 

 Blu-ray 3D for Authoring 

  (.mvc)   

Blu-ray 3D規格に準拠したHD映像のH.264 

ES と非圧縮音声ファイルを出力します。デフォルト

設定では、Main と Dependent ストリームが

別々に出力されるようになっています。 

50Mbps 

 Blu-ray 3D for Writing 

  (.iso)   

BD 3D ストリームを含む、BD用データフォルダと

ISOイメージファイルを出力します。ISOイメージフ

ァイルは、そのまま BD に焼くことができます。 

50Mbps 

 Blu-ray HD for Authoring 

  (.264)  

Blu-ray規格に準拠したHD映像のH.264 ES

と非圧縮音声ファイルを出力します。 
30Mbps 

 Blu-ray HD for Writing 

  (data folders)   

BD HD ストリームを含む、BD用データフォルダを

出力します。BD用データフォルダは、そのまま BD

に焼くことができます。 

30Mbps 

 Blu-ray SD for Authoring 

  (.264)  

Blu-ray規格に準拠したSD映像のH.264 ES

と非圧縮音声ファイルを出力します。 
6.0Mbps 

 IPTV HD 

  (.ts)  

HD解像度の H.264 ビデオとMPEG2 AAC オ

ーディオを含む、MPEG2 TS を出力します。 
6.5Mbps 

 IPTV SD 

  (.ts)  

SD解像度のH.264ビデオとMPEG2 AACオー

ディオを含む、MPEG2 TS を出力します。 
3.2Mbps 

 IPTV Side by Side 3D 

  (.ts)  

Side by Side形式の HD解像度の H.264 ビ

デオとMPEG2 AAC オーディオを含む、MPEG2 

TS を出力します。 

6.5Mbps 
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5.2 デフォルトテンプレートの選択 

デフォルトテンプレートは、Accelcoder X全体で基本となるテンプレートです。インポートされたビデオには、自動的に

デフォルトテンプレートが適用されます。 (テンプレートはあとで変更することができます。)  

 

1. Template タブを開きます。 

2. 任意のテンプレートをダブルクリックします。 

3.  アイコンに緑のチェックがつけばデフォルトテンプレートの設定は完了です。 

5.3 テンプレートのカスタマイズ 

プリセットテンプレートをベースに、独自設定の新しいテンプレートを追加することができます。 

 

1. Template タブ を開きます。  

2. プリセットテンプレートから、自分が欲しいテンプレートに近いものをコピーします。 

3. 同じ画面上にペーストします。 

4. 右クリックして Properties を選択するとパラメータセッティングスが開きます。 

5. パラメータを自由に変更して OK を押すと、新しいテンプレートが出来上がります。各パラメータの詳しい説明は、

「パラメータセッティングス」を参照してください。 

 

Blu-ray 向けカスタマイズテンプレート作成時のご注意 

Blu-ray向けのプリセットテンプレートには、Blu-ray規格に合った設定がなされています。設定を変更

する場合は、規格違反のないようにご注意ください。 
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6 ビデオのインポート 

6.1 インポートできるビデオ 

Accelcoder X には、以下のビデオ (イメージ) フォーマットをインポートすることができます。 (2011年 9月時点)  

Á QuickTime ファイル (.mov, .mp4, m4v, .3gp, .3g2, .amc)*1 

Á 非圧縮 AVI (.avi) 

Á MPEG-4 AVC/H.264 (.mp4, .mts, .m2ts, .mpg, .ts等) 

Á TIFF連番ファイル (.tiff, .tif)*2  

Á DPX連番ファイル(.dpx)*2 

Á YUV4:2:0 8bit planar (.yuv)  

 

*1 Accelcoder X がインストールされている PC上の QuickTime Player で再生できるファイルのみ 

*2 RGBのみ 

6.2 2D ビデオのインポート 

1. Job タブを開き、プロジェクトフォルダを選択します。 

2. Job List上にビデオファイルをドラッグ＆ドロップします。ファイル名がジョブとして追加されます。素材が連番画像の

場合は、フォルダごとドラッグ＆ドロップします。 
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6.3 3D ビデオのインポート 

1. Template タブで、デフォルトテンプレートを 3D  (Blu-ray 3D for Authoring または Blu-ray 3D for 

Writing) に設定します。 

2. Job タブを開き、プロジェクトフォルダを選択します。 

3. Job List上に L と R両方のビデオファイルをドラッグ＆ドロップします。Lのファイル名がジョブとして追加されます。

素材が連番画像の場合は、L/R両方のフォルダをドラッグ＆ドロップします。 
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7 オーディオのインポート 

7.1 インポートできるオーディオ 

Accelcoder X に、オーディオファイルとして入力できるのは、以下のフォーマットです。(2011年 9月時点)  

Á Linear PCM (.wav) 

 

7.2 オーディオのインポート 

1. Job タブを開き、プロジェクトフォルダを選択します。 

2. オーディオをインポートするジョブをダブルクリックし、パラメータセッティングスを開きます。 

3. Basic > Input > Sub Input で Audio を選択し、ブラウズボタンで音声ファイルの場所を指定します。 

 

 

4. 指定したら OK を押してください。 
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8 エンコード 

8.1 エンコードの開始 

1. Job タブを開き、プロジェクトフォルダを選択します。 

2. エンコードするジョブを選択し、エンコードボタンを押します。 

 

 

3. エンコードの進捗は、画面下のプログレスバーで確認できます。 

が表示されたらエンコードは終了です。 4. Completed

 

8.2 バッチエンコード 

複数のジョブを指定して順番にエンコードすることもできます。 

 

1. Job タブを開き、プロジェクトフォルダを選択します。 

2. Ctrl を押しながら、エンコードするジョブを選択します。 

3. ジョブが選択された状態で、エンコードボタンを押します。 

4. 選択された順にエンコードがスタートします。 

 

5. エンコード中または待機中のジョブは、プロジェクトフォルダの Encoding Jobsで確認できます。 
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8.3 エンコードステイタス 

ジョブリストの Status には、下記の種類があります。 

 Encoding エンコード中です。 

 Completed エンコードが無事に完了しました。 

 Canceled ユーザによりエンコードが停止されました。 

 Queued エンコードの順番を待っています。 

 Unsupported 
サポートされていないファイルが入力されました。 

主な原因と解決方法は、エラーコード一覧をご覧ください。 

http://www.fixstars.com/codec/support/guide/errorcodes/ 

 Warning 
エンコードは無事に完了しましたが、出来上がったデータに一部問題がある可能性

があります。 

 

主な原因と解決方法 

 ̧ エラーストリームが生成された 

バッファアンダーフローにより、エラーストリームが生成された可能性があります。エラー

ストリームを含む Blu-ray ディスクは、プレーヤーによっては、正しく再生できない可

能性があります。バッファアンダーフローは、静かなシーンが続いて、次に急に複雑な

シーンが出てきたときに発生するビットが抑えられなかった場合などに発生します。  

バッファアンダーフローを解消するためには、下記の方法を試してみてください。 

Á 平均ビデオビットレートを下げる（最大ビットレートは変更しないでください） 

Á 最小 QP値を上げる 

Á 3D エンコードの場合は Dependent Ratio を上げる 

 

その他の原因と解決方法は、エラーコード一覧をご覧ください。 

http://www.fixstars.com/codec/support/guide/errorcodes/ 

 Error 
エンコードエラーにより、エンコードが停止しました。 

主な原因と解決方法は、エラーコード一覧をご覧ください。 

http://www.fixstars.com/codec/support/guide/errorcodes/ 

 

  

http://www.fixstars.com/codec/support/guide/errorcodes/
http://www.fixstars.com/codec/support/guide/errorcodes/
http://www.fixstars.com/codec/support/guide/errorcodes/
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8.4 プレビュー 

エンコード中の映像はプレビューウィンドウから確認することができます。 

 

1. Job タブを開き、プロジェクトフォルダを選択します。 

2. エンコード中のジョブを選択し、PreviewWindowボタンをクリックします。 

 

 

3. プレビューウィンドウにエンコード中の映像 (ソース) が表示されます。3Dの場合は、Lの映像が表示されます。 

 

4. プレビューウィンドウ内の操作については、「プレビュー」を参照してください。 
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9 エンコード済みデータ 

9.1 エンコード済みデータの取得 

エンコード済みのデータは、プロジェクトフォルダと同じ場所に保存されています。 

 

 

この場合は、C¥Accelcoder_work¥jobs¥FlyingVegetables¥ FlyingVegetables# にエンコード済みデー

タが保存されています。 

9.2 エンコード済みデータの種類 

エンコード済みデータの種類は、ジョブに適用されたテンプレートにより異なります。 

テンプレート 出力データ メモ 

 Blu-ray 3D for Authoring 

filename.mvc 

filename_d.mvc 

(filename.wav) 

Blu-ray オーサリングソフトに読み込

むためのデータです 

 Blu-ray 3D for Writing 

filename.iso 

BDMV (フォルダ) 

CERTIFICATE (フォルダ) 

Blu-ray ディスクに直接書き込むため

のデータです。 

 Blu-ray HD for Authoring 

filename.264 

(filename.wav) 

Blu-ray オーサリングソフトに読み込

むためのデータです 

 Blu-ray HD for Writing 

BDMV (フォルダ) 

CERTIFICATE (フォルダ) 

Blu-ray ディスクに直接書き込むため

のデータです。 

 Blu-ray SD for Authoring 

filename.264 

(filename.wav) 

Blu-ray オーサリングソフトに読み込

むためのデータです 

 IPTV HD filename.ts 配信や PC再生のためのデータです。 

 IPTV SD filename.ts 配信や PC再生のためのデータです。 

 IPTV Side by Side 3D filename.ts 配信や PC再生のためのデータです。 
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10 高度なエンコード設定 

ジョブリストに追加したビデオには、デフォルトテンプレートが適用され、エンコード済みデータは、プロジェクトフォルダに保

存されるようになっていますが、ジョブごとにそれらを変更することもできます。 

10.1  テンプレートの適用 

ジョブリストに追加したビデオには、4 で設定したデフォルトテンプレートが自動的に適用されますが、ジョブごとにテンプレ

ートを変更することもできます。 

 

1. Job タブを開き、プロジェクトフォルダを選択します。 

2. テンプレートを変更するジョブを右クリックし、Apply Templateから新しいテンプレートを選択します。 

 

3. アイコンが選択したテンプレートと同じものに変われば OKです。 
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10.2  個別パラメータ設定 

ジョブに適用されているテンプレートの設定を編集することで、個別にエンコードパラメータを変更することもできます。 

 

1. Job タブを開き、プロジェクトフォルダを選択します。 

2. 個別にエンコードパラメータを変更するジョブをダブルクリックし、パラメータセッティングスを開きます。 

3. パラメータの変更が完了したらして OK を押します。各パラメータの詳しい説明は、「パラメータセッティングス」を参

照してください。 

 

Blu-ray 向けカスタマイズテンプレート作成時のご注意 

Blu-ray向けのプリセットテンプレートには、Blu-ray規格に合った設定がなされています。設定を変

更する場合は、規格違反のないようにご注意ください。 

 

10.3  デュレーション設定 

ソースビデオのうちの一部のみをエンコードしたい場合は、エンコードする範囲を指定することができます。 

1. Job タブを開き、プロジェクトフォルダを選択します。 

2. エンコード範囲を指定するジョブの InTimeおよび OutTime をじかに編集します。 

 

 

3. 実際の映像を見ながらデュレーションを設定する場合は、「タイムライン操作」を参照してください。 

 

10.4  出力設定 

エンコード済みデータは、基本的に、ソースファイル名と同じ名前で、プロジェクトフォルダ内に保存されます。ジョブごとに

エンコード済みデータの保存先やファイル名を変更したい場合は、出力設定を変更する必要があります。 

 

1. Job タブを開き、プロジェクトフォルダを選択します。 

2. 個別に出力設定を変更するジョブをダブルクリックし、パラメータセッティングスを開きます。 

3. Basic > Output で、Auto のチェックを解除します。 
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4. フォーム右のブラウズボタンを押して、エンコード済みデータの保存先とファイル名を指定します。 

5. 指定したらパラメータセッティングスウィンドウ下の OK を押して完了です。 

  

Browse Button 
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11 プレビュー 

プレビューウィンドウは、様々な条件で映像を表示する以外に、エンコード操作を行ったり、高度なストリーム設定を行っ

たりするためのウィンドウです。 

11.1  プレビューメニュー 

 

 

 ̧ 再生コントロールボタン 

 

表示映像の再生、一時停止、1 フレーム戻る、1 フレーム送るの操作を行うことができます。  

 

 ̧ エンコードコントロールボタン 

 エンコード開始ボタン  

 エンコード停止ボタン  
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 ̧ 画面サイズボタン 

表示する画像のサイズを指定します。 

 ドットバイドットで画像を表示します。 

 ウィンドウサイズに合わせて画像を表示します。 

 

 ̧ Image Type 

表示する画像の種類を指定します。 

 Filtered 
元画像を表示します。 

 Encoded# 
エンコード後の画像を表示します。番号が大きいほうがより新しいエンコード結果です。 

* Encodedが表示できるのは、テンプレートで Blu-ray 3D/HD/SD for Authoring

が選択されている場合のみです。ExpressAuthoring利用時や、IPTV向けエンコード

の場合には表示できません。 

 

 

 ̧ Color Mode 

表示中の画像の色彩モードを指定します。 

 Full Color フルカラーで表示します。 

 Y 照度信号のみを表示します。 

 U 輝度信号と青色成分の差のみを表示します。 

 V 輝度信号と赤色成分の差のみを表示します。 

 

 ̧ Interlace 

インターレース映像の表示方式を指定します。 

 Top フィールドと Bottom フィールドを分けて上下に表示します。 

 Top フィールドのみを表示します。 
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 ̧ Item Select 

タイムライン上に表示するアイテムを指定します。 

 All アイテムすべてを表示します。 

 Duration 再生またはエンコード区間を表示します。 

 IDR IDR ピクチャの場所を表示します。 

 Merge settings 再エンコード結果の結合範囲を表示します。 

 Local Bitrate 各フレームまでの 1秒間のビットレートを表示します。 

 Encoded frame size 各フレームのサイズ（Byte）を線グラフで表示します。 

 QP 
各フレームの QP を線グラフで表示します。 

QPは、フレーム内でマクロブロックごとに設定されます。 

 CPB 各フレームの CPB（Coded Picture Buffer）を線グラフで表示します。 
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11.2  タイムライン操作 

プレビューウィンドウの下の部分をタイムラインといいます。表示中の映像は、インジケータが示しているフレームです。 

タイムライン上に表示されている時間はそれぞれ以下を表しています。 

 

 

 ̧ デュレーション設定 

ソースビデオのうちの一部のみをエンコードしたい場合は、エンコードする範囲を指定することができます。 

 

1. ジョブを選択して、プレビューウィンドウを開きます。 

2. タイムラインの端にカーソルを合わせると、矢印が現れるので、ドラッグしながらエンコード範囲を指定します。 

または、タイムライン上で右クリックし、Current Timecode > Set to InTime または Set to OutTime を

選択します。 

3. 範囲を指定したら、そのままエンコードを開始します。 

 

 

 ̧ IDR 設定 

IDR ピクチャは、後続のピクチャ(フレーム)に、自分より前のピクチャを予測画像として使うことを禁止するピクチャで、チ

ャプタポイントなどに挿入されます。Accelcoder Xでは、タイムライン上で IDR ピクチャの挿入を行うことができます。 

 

1. ジョブを選択して、プレビューウィンドウを開きます。 

2. タイムライン上で IDR を挿入したい時間にカーソルを合わせます。  

3. 右クリックし、Newから IDR を選択します。 

 

4. IDRの三角のアイコンがタイムライン上に表示されたら、IDR挿入の完了です。 

ṇ ṇ  

 

ṇ  ṇ ṇ  ṇ  

 

ṇ  
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11.3  部分再エンコード 

エンコード済み映像から、任意のシーンを選択し、異なる条件でエンコードした後、もとの映像に組み込むことができま

す。ストリームエラーが出た場合や、シーンごとのビット量を微調整したい場合などに有効です。なお部分再エンコードは、

出力フォーマットが Video ES (.264)の場合のみ使用できます。IPTV向けエンコードおよび ExpressAuthoring

では使用できません。 

11.3.1 部分再エンコード 

1. エンコード済みのジョブを選択し、プレビューウィンドウを表示します。 

2. Image Typeの Encoded #からベースとなる映像（再エンコード結果を組み込む映像）を選択します。番号

が大きい方がより新しいエンコード結果を示しています。また、タイムライン上にフレームごとのピクチャサイズを表した

線グラフが表示されます。 

 

 

3. ベース映像が選択された状態で、タイムライン上で、再エンコードを行う範囲を指定します。エンコード範囲は

GOP単位で指定することができます。再エンコード範囲の指定は、前ページの「デュレーション設定」と同じです。 

4. 細かく範囲を指定する場合は、右下の虫めがねマークを使って、タイムラインを拡大表示してください。 
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3. 範囲が指定できたら、メインウィンドウで対象のジョブをダブルクリックし、パラメータセッティングスを表示します。 

4. 再エンコードの条件に合わせて、ビットレートなどのパラメータを変更します。 

 

平均ビットレートは最大ビットレートの 70%くらいの数値になるように設定してください。平均と最大の差がありすぎると、

ストリームエラーが発生する原因になります。 

 

5. エンコード開始ボタンを押すと、設定したパラメータで指定範囲が再エンコードされます 

 

 

 



 | 35 

 

Version 1.1.0 Last updated 2/3/2012. 

6. 再エンコードが終わると、Image Type にエンコード結果が追加されます。 

 

 

7. 再エンコードする区間が複数ある場合は、同様の手順を繰り返します。 

11.3.2  再エンコード部分の組み込み 

1. 再エンコード部分のエンコードが終わったら、再度 Image Type の Encoded #からベースの映像（再エンコー

ド結果を組み込む映像）を選択します。 

2. タイムライン上で右クリックしてMerge Resultから、先ほどのエンコード結果を選択します。 

 

 

3. タイムライン上に再エンコード部分が表示されます。再エンコード箇所が複数ある場合は、2 の操作を繰り返しま

す。 

 

 

8. エンコード開始ボタンの隣にある Merge ボタンをクリックします。 

 

 

9. 組み込みが終わると、ベース映像に再エンコード映像が組み込まれた映像ができます。出来上がった映像は、

Image type の最も大きい番号を選択することで表示することができます。 
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12 パラメータセッティングス 

12.1  Basic 
エンコードの基本的な設定を行う部分です。 

 

12.1.1 Job  

 ̧ Type:  

出力ストリームが準拠する規格が選ばれています。出力タイプは変更することができません。 

 

 

ストリームタイプ 解説 

Blu-ray Blu-ray規格に準拠したストリームを出力します。符号化にはH.264/AVCが使わ

れます。 

Blu-ray 3D Blu-ray 3D規格に準拠したストリームを出力します。符号化には H.264/MVC

（multi view coding）が使われます。 

IPTV ネットワーク配信または PC再生向けのストリームを出力します（公式にはサポートし

ていません）。符号化には H.264/AVCが使われます。 

IPTV ネットワーク配信または PC再生向けのストリームを出力します。符号化には

H.264/AVCが使われます。 

IPTV 3D 左右の映像から、ネットワーク配信または PC再生向けの Side by Side ストリーム

を出力します。符号化には H.264/AVCが使われます。 

IPTV 3D 1-Input Side by Side形式の映像から配信向けのストリームを出力します。符号化には

H.264/AVCが使われます。 

Normal 一般的な PC等で再生できるストリームを出力します。符号化には H.264/AVCが

使われます。 
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12.1.2 Input 

 

 

 ̧ Main Input:  

Specify video 2D テンプレートを選択した場合のビデオ、3D テンプレートを選択した場合の L ビデオを指定します。 

インポートすると、ビデオフォーマット、解像度、フレームレートなどが自動検出され、ソースのパスの下に表示されます。 

フォーマット 情報の検出 

AVC / AVI ビデオフォーマット、解像度、フレームレートが自動検出されます。 

QuickTime ビデオフォーマット、解像度、フレームレートが自動検出されます。 

IYUV ビデオフォーマットのみが自動検出されます。ご自身で正しい解像度とフレームレートを指

定してください。 

DPX-RGB 連番ファイルとして読み込みます。イメージフォーマット、解像度が自動検出されます。ご

自身で正しいフレームレートを指定してください。 

TIFF (RGB) 連番ファイルとして読み込みます。イメージフォーマット、解像度が自動検出されます。ご

自身で正しいフレームレートを指定してください。 

 

 ̧ Sub Input: 

2Dテンプレートを選択した場合のオーディオ、3Dテンプレートを選択した場合のRビデオを指定します。Audioがない

場合はNone を選んでください。 

 

 ̧ Audio Input: 

3D テンプレートを選択した場合のオーディオを指定します。Audio がない場合はNone を選んでください。 
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12.1.3 Output 

出力データの形式を選ぶことができます。出力タイプの変更はテンプレートで行うようにし、ここでの変更は行わないよう

にしてください。 

 

 ̧ Main Output: 

出力されるビデオまたはコンテナを指定します。Auto にチェックが入っている場合、データはプロジェクトフォルダ内に保存

されます。変更する必要がある場合の操作方法は、「出力設定」を参照してください。 

フォーマット 解説 

H.264-ES ビデオファイルです。オーサリングソフトに読み込むためのデータで、一般的な PC向けメデ

ィアプレーヤーでは再生して見ることはできません。 

MPEG2-TS ビデオとオーディオを多重化した MPEG2-TS のコンテナです。 

オーディオは、Job Typeが Blu-ray/Blu-ray 3D の場合は、Linear PCM、それ以

外の場合は、MPEG-2 AAC またはMPEG1 Audio Layer-2が多重化されます。 

MVC Split 3Dデータの出力時に、Main と Dependent ストリームを別々に出力します。 

 

 ̧ Sub Output: 

出力されるオーディオを指定します。 

 

12.1.4 Encode 

基本的なエンコード設定をします。 

 

 

 ̧ Video Bitrate: 

ビデオの出力ビットレート(Kbps)を設定します。 

パラメータ 解説 

Max 

 

ビデオの最大ビデオビットレート(Kbps)を設定します。 

設定可能範囲は、Ave～150,000Kbps(150Mbps)です。 

Video Rate Control Method で CBR を選択している場合は無効になります。   

Ave ビデオの平均ビデオビットレート(Kbps)を設定します。 

設定可能範囲は 384Kbps～150,000Kbps (150Mbps) です。 
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Min ビデオの最小ビデオビットレート(Kbps)を設定します。 

設定可能範囲は、0～Aveです。 

Video Rate Control Method で CBR を選択している場合は無効になります。 

 

 ̧ Video Bitrate Control Method  

パラメータ 解説 

VBR ビットレートが変化する代わりに、映像品質は一定に保つための設定です。 

CBR ビットレートを一定に保つための設定です。 

 

 ̧ Audio Bitrate 

オーディオをエンコードする際のターゲットビットレート(Kbps)を設定します。設定可能値は 128、192、256です。 

一般的にステレオをエンコードする際には128Kbps以上、モノラルの場合には64Kbps以上を設定することが推奨さ

れます。 
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12.2  Video 
ビデオエンコードの詳細な設定を行う部分です。 

 

12.2.1 Codec 

 

 ̧ Codec Type:  

出力ストリームが準拠する規格を選ぶことができます。Basic の Job Type と同期しています。Codec Type を変更

することはできません。 

 

 ̧ Profile 

H.264の圧縮機能を選ぶことができます。テンプレート別に最適なものが選ばれているので、特に必要なければ変更し

ないでください。 

プロファイル 解説 

Baseline 携帯や旧式 iPodなど低解像度のエンコードを行う際に使用します。エントロピー符号

化方式として CAVLCを使用します。B ピクチャやインターレースが扱えないという制限が

あります。 

Main PSPや iPhone、SD解像度のエンコードを行う際に使用します。エントロピー符号化

方式として CABAC を使用しています。 

High Blu-rayなど HD解像度のエンコードを行う際に使用します。エントロピー符号化方式

として CABAC を使用しています。再生するには、再生機が High プロファイルに対応し

ている必要があります。 

Stereo High Blu-ray3Dエンコードの際に使用します。エントロピー符号化方式としてCABACを使

用しています。再生するには、再生機が Stereo Highプロファイルに対応している必要

があります。 

 

 ̧ Priority 

エンコード速度と画質の優先度を選ぶことができます。 

設定値は 5段階です。 (Fastest, Fast, Medium, Fine, Finest) 
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12.2.2 Picture 

 

 

 ̧ Resolution 

出力ビデオの解像度を設定します。対応している解像度は以下のとおりです。ストリーム規格とソースビデオの解像度

によって、選択できる解像度が異なります。 

Á 1920x1080  

Á 1440x1080  

Á 1280x720  

Á 720x576  

Á 720x480  

Á 640x480  

Á 624x352  

Á 512x384  

Á 512x288  

Á 432x240  

Á 352x240  

Á 320x240 

ダウンコンバートに対応しています。アップコンバートは、入力が 1280x720 の場合のみ 1920x1080へ行うことがで

きます。 

 

 ̧ Letter Box 

映像部分の上限部に黒帯を入れる場合にチェックをします。サイドパネルには対応していません。 

 

 ̧ Frame Rate 

出力ビデオのフレームレートを設定します。対応しているフレームレートは以下のとおりです。ストリーム規格とソースビデ

オのフレームレートによって、選択できるフレームレートは異なります。 

Á 23.976 p  

Á 24 p  

Á 25 p  

Á 29.97 p  

Á 30 p 

Á 50 i/p 
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Á 59.94 i/p  

Á 60 i 

フレームレートは、60/30/24 から、それぞれ 59.94/29.97/23.976へ変換することができます。 

 

Č Blu-ray でサポートしている解像度とフレームレートの組み合わせ 

解像度 フレームレート 

Width Height  

1920 

1440 

1080 23.976p 

24p 

59.94i 

50i 

1280 720 23.976p 

24p 

59.94p 

50p 

720 480 59.94i 

576 50i 

 

Č Blu-ray 3D でサポートしている解像度とフレームレートの組み合わせ 

解像度 フレームレート 

Width Height  

1920 1080 23.976p 

1280 720 59.94p 

 

 ̧ Bottom First 

インターレースソースのボトムフィールドが時系列的に先に来る場合にチェックします。  

 

 ̧ DropFrame 

ソースがドロップフレームの場合にチェックをします。 

 

 ̧ Aspect Ratio 

表示アスペクト比 (Display Aspect Ratio = DAR) を設定します。下記の設定が可能です。  

Á 4:3  

Á 16:9 

表示アスペクト比とは、映像再生時の画面の縦横比を表します。出力解像度によってはどちらか一方しか選択できま

せん。 

 

 ̧ Input color Matrix 
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入力映像のカラーマトリックスを設定します。カラーマトリックスとは RGB と YUV間の色空間変換方式のことを言いま

す。 

方式 解説 

Auto ソース解像度が 720x576以下の場合は ITU-R Rec. BT.601、 

1280x720以上の場合は ITU-R Rec. BT.709 を設定します。 

ITU-R Rec. 

BT.601 

一般に SDサイズのビデオで使用されます。正確にはソースビデオの制作時に使用した

ハードウェア・ソフトウェア機材の設定に従ってください。 

ITU-R Rec. 

BT.709 

一般に HDサイズのビデオで使用されます。正確にはソースビデオの制作時に使用した

ハードウェア・ソフトウェア機材の設定に従ってください。 

 

 ̧ Output color Matrix 

エンコード後ビデオ内に再生用情報としてカラーマトリックス情報を付加します。方式は Input color Matrix と同じで

す。 

 

12.2.3 Encode 

 

 

 ̧ Rate Control Method  

VBR(可変ビットレート)/CBR(固定ビットレート)の別を選択します。  

Basic > Encode > Video Bitrate Control Method と同期しています。 

パラメータ 解説 

VBR ビットレートが変化する代わりに、映像品質は一定に保つための設定です。 
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CBR ビットレートを一定に保つための設定です。 

 

 ̧ MaxBitrate 

ビデオの最大ビデオビットレート(Kbps)を設定します。 

設定可能範囲は、Ave～150,000Kbps(150Mbps)です。 

Video Rate Control Method で CBR を選択している場合は無効になります。 

 

Č Blu-ray 規格 

Blu-ray規格ではビットレートの上限値は 40,000Kbps(40Mbps) です。 

Č Blu-ray 3D 規格 

Blu-ray規格ではビットレートの上限値は 60,000Kbps(60Mbps) です。 

 

 ̧ AveBitrate 

ビデオの平均ビデオビットレート(Kbps)を設定します。 

設定可能範囲は 384Kbps～150,000Kbps (150Mbps) です。 

 

 ̧ MaxBitrate 

ビデオの最小ビデオビットレート(Kbps)を設定します。 

設定可能範囲は、0～Aveです。 

Video Rate Control Method で CBR を選択している場合は無効になります。 

 

 ̧ Dependent Ratio 

ストリームタイプで Blu-ray 3D を選んだ時のみ利用出来るパラメータです。 

Main ストリームに対する、Dependent ストリームのビットレート比率を設定します。 

設定可能範囲は 10～100%です。 

デフォルト値は 50%に設定されており、この場合は、Mainの半分のビットレートで Dependent ストリームがエンコー

ドされます。 

 

 ̧ IntialQP 

エンコード開始時の、QP値を設定します。  

設定可能範囲は 1～51です。 

QP値(Quantization Parameter, 量子化パラメータ)は、圧縮における量子化を制御するための係数のことを言

います。一般的に、設定値を小さくするほど画質が上がり、逆に大きくするほど画質が低くなります。 

 

 ̧ MinQP 

QP値の最小値を設定します。  

設定可能範囲は 1～51です。 

最大 QP値より大きい値に設定することはできません。 
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 ̧ MinQP 

QP値の最大値を設定します。  

設定可能範囲は 1～51です。 

最小 QP値より小さい値に設定することはできません。 

 

 ̧ GOP Structure 

GOP構造の設定します。GOP (Group of picture) は、I フレームと次の I フレームとの間隔で、I ピクチャを 1 つ

以上含み、それに続く P ピクチャ、B ピクチャを一まとめにグループ化したものです。 

GOP 解説 

Fixed GOP 

 

GOP構造を固定するか否かを設定します。  

Fixed GOPにした場合には、シーンの変り目を検出しても、検出したフレームを Iフレー

ムにはせず、設定した GOP構造を保ちます。  

CBR を指定したときのみ有効です。テンプレートが IPTVの場合には、常に固定 GOP

長となり設定の変更はできません。  

マルチアングルなど、他のストリームと IDR フレームの位置をそろえたい場合に有効です。  

UseOpenGOP 

 

オープン GOP を使用するか否かを設定します。 

オープンGOPを使用すると、一般的にGOP間の画像の繋がりが滑らかになり、画質が

向上します。  

All Intra All Intra にチェックを入れると、全てのフレームが I フレームになります。 

AVC Intra とは異なります。 

 

 ̧ IDRInterval 

IDR ピクチャと次の IDR ピクチャの間隔を設定します。  

一般的に、IDR ピクチャの間隔を長くすると、オープン GOP が増え、画質が向上します。 

設定可能範囲は 2 ～ 8191 frame です。GOP の設定値よりも大きな値に設定します。  

 

 ̧ GOP Size 

出力される符号化ストリームの GOPの長さを frame単位で設定します。  

一般的に、GOPの長さを長くすると、そうでない場合と比べて I フレームが減り P,B フレームが増えるので圧縮効率は

向上しますが、画質は劣化する場合があります。 

設定可能範囲は 1～150frameです。 

 

Č Blu-ray 規格 

1sec に相当する frame数を設定してください。 

 

 ̧ BFrame 

I フレームと P フレームの間、ならびに P フレームと次の P フレームの間に挿入される、B フレームの枚数をフレーム単位
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で設定します。  

設定可能範囲は 0～2 フレームです。 

 

一般的に、Bフレーム枚数を増やすと、画質やや下がる一方で、出力ビデオのサイズを削減することが可能です。Bフレ

ーム枚数を減らすと、ビデオサイズが増える一方、低遅延での伝送、表示が可能になります。 

 

 ̧ Scene Cut Detection 

シーンチェンジ検出の検出感度を設定します。  

設定可能範囲は 0～100%です。 

 

シーンチェンジ検出は、シーン（場面）が切り替わるのを自動検出して、切り替わったフレームを I フレームにします。 

検出感度を 0 にすると、フレームの変化が非常に大きい場合にのみ、シーンチェンジであると判定します。検出感度を

100 にすると、ピクチャ間の変化が僅かな場合でも、シーンチェンジであると判定します。 

 

 ̧ Minimum Scene Cut Detection Interval 

シーンチェンジ検出により挿入される I フレームの間隔を設定します。 

設定可能範囲は、0～GOPサイズまでです。 

動きの激しいシーンで、I フレームが連続してしまう場合に有効です。 

 

 ̧ nPassCount 

エンコードパス数を設定します。 

現在のバージョンでは、1パスのみ利用することができます。 

 

 ̧ Slice Count 

画面スライス数を設定します。Blu-ray では 4、Blu-ray 3Dでは 6 と規格で決まっているため、特に必要ない場合

は変更しないでください。 

 

 ̧ Deblocking Filter 

H.264 のデコード処理時に適用されるデブロッキングフィルタの ON/OFFならびにフィルタ強度を設定することができま

す。 
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12.3  Audio 
音声設定を行います。Audioは Codec、Channel、Encode から構成されています。各項目の説明は以下の通り

です。 

 

 

12.3.1 Codec 

 ̧ Codec Type 

オーディオのエンコードに用いる圧縮形式を設定します。 

選択するテンプレートや出力形式によって選べる形式が異なります。 

形式 解説 

MPEG2-AAC 主に日本の BS デジタル放送、地上デジタル波放送の ISDB規格や、ヨーロッパ圏の

DVDなどで利用されています。 

MPEG4-AAC iPodやウォークマンなどのデジタルオーディオプレーヤー、プレイステーション・ポータブルや

ニンテンドーDSiなどのゲーム機、携帯電話等、多くの機器やソフトウェアがサポートして

います。 

MPEG1 audio 

layer2 

MPEG またはMPEG-2で使われる音声圧縮方式です。AAC と比較して圧縮率が低

いため、ビットレートを多めに消費します。ビデオ CD（VCD）、スーパービデオ

CD(SVCD)で利用されています。 

PCM 非圧縮の音声データです。DVD、Blu-ray Disc、PS3など幅広く利用されています。 

 

 ̧ Priority 

オーディオのエンコードにおける優先度を選択します。速度優先、音質優先、その中間の 3 つから選択可能です。 

 

12.3.2 Channel 

 ̧ Channel 
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複数の言語による吹き替え等、音声を多重する場合に選択します。Primary Channel（主音声）、

Secondary Channel（副音声）の 2 つがあります。 

現在のバージョンでは、Primary Channel のみ利用可能です。 

 

12.3.3 Encode 

 

 ̧ Bitrate 

オーディオをエンコードする際のターゲットビットレート(Kbps)を設定します。  

設定値は、128、192、256 のいずれかです。 

一般的にステレオをエンコードする際には128Kbps以上、モノラルの場合には64Kbps以上を設定することが推奨さ

れます。下記の設定が可能です。  

 

 ̧ TNS Settings 

TNS (Temporal Noise Shaping: 時間領域雑音整形) を使用するか選択します。 

Use TNSにチェックを入れると、圧縮処理に伴う雑音のレベルを、音の大きさに合わせて変化させ、音が小さな部分で

は雑音も小さくして聴感を向上させます。  

IPTV テンプレートの場合は、TNS を使用しないことが推奨されます。 
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12.4  Container 
出力がMPEG2 TS とMP4の場合のコンテナの詳細設定を行います。 

テンプレートに最適な設定がしてありますので、特に必要ない場合は変更しないでください。 

 

 

12.4.1 MPEG2 TS 

 ̧ ProgramMap 

ProgramMapの PID を設定します。 

設定可能な値の範囲は 16～8190 です。他の PID とは重ならない値を入力して下さい。  

 

 ̧ PCR PID 

PCR の PID を設定します。 

設定可能な値の範囲は 16～8190 です。他の PID とは重ならない値を入力して下さい。 

 

 ̧ Video PID 

映像の PID を設定します。 

設定可能な値の範囲は 16～8190 です。他の PID とは重ならない値を入力して下さい。 

 

 ̧ Audio PID 

音声の PID を設定します。 

設定可能な値の範囲は 16～8190 です。他の PID とは重ならない値を入力して下さい。 

 

 ̧ Program Number 

Program Number を設定します。 

設定可能な値の範囲は 16～8190です。  
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 ̧ Video PES stream ID 

Video PES stream ID を設定します。 

設定可能な値の範囲は 224～239 です。  

 

 ̧ Audio PES stream ID 

Audio PES Stream ID を設定います。 

設定可能な値の範囲は 192～223 です。  

 

 ̧ PSI Interval 

PSI Interval を設定します。 
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12.5  Timeline 
ストリーム上に IDRピクチャやフィルタをまとめて設定する場合に使用します。現在は IDRピクチャの設定のみが可能で

す。 

 

 

 ̧ IDR 設定 

IDR ピクチャは、後続のピクチャ(フレーム)に、自分より前のピクチャを予測画像として使うことを禁止するピクチャで、チ

ャプタポイントなどに挿入されます。Accelcoder Xでは、プレビューウィンドウ上で IDR ピクチャの挿入を行うことができ

ますが、あらかじめ挿入するタイムコードがわかっている場合は、この Timeline上で設定するほうが便利です。 

 

4. 画面右側で右クリックして New を選択します。 

 

 

5. タイムコードが入力できる状態になるので、任意のタイムコードを入力してください。 

 

6. または、スプレッドシートに記入されたタイムコードをコピーして、画面上に貼り付けることもできます。 
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7. 画面下の OK を押したら設定は完了です。 
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12.6  Blu-ray 
Blu-ray 3D for Writing または Blu-ray HD for Writing を選択した際の、チャプターの設定やエンドアクション

の設定を行います。 

 

 

12.6.1 Chapters 

チャプターポイントの有無および場所を設定します。 

 

 ̧ No Chapters 

チャプターポイントを入れない場合に選択します。 

 

 ̧ Insert Chapters periodically 

分単位でチャプターポイントを挿入します。1分から 30分までの間隔で設定することができます。 

 

 ̧ Insert Chapters according to the IDR insertion 

設定された IDR ピクチャと同じタイムコードにチャプターポイントを挿入します。デフォルトではこれが選択されています。 

 

12.6.2 End Action 

再生後のアクションを設定します。 

 

 ̧ Repeat 

再生後、あたまからリピート再生します。 

 

 ̧ Stop 

再生後は停止します。  
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12.7  Log 
エンコーダ内部の動作状況を表示します。 

エンコード処理中にWarning が発生した場合には、Warning の内容が表示されます。 
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13 用語集 

13.1  Basic 

用語 説明 

H.264 MPEG-4 パート 10 または AVC（Advanced Video Coding）とも呼ばれる国際的な

動画圧縮規格です。MPEG-2 の約 2倍の圧縮効率を実現する技術として、携帯電話など

の低ビットレート用途から、HDTV クラスの高ビットレート用途に至るまで幅広く利用されていま

す。一方、圧縮には従来技術の10倍以上の演算量が必要とされているため、処理に時間が

かかることが課題とされています。  

H.264 MVC（multi view coding）は、複数のカメラで撮影された映像を効率よく符号

化するために追加された規格で、Blu-ray 3D にも採用されています。ビュー間予測を行うこと

で、2視点のステレオ映像の場合でも、1視点に比べ 50%程度のデータ量の増加で圧縮可

能とされています。  

Blu-ray Blu-ray Disc Association で策定された、青紫色半導体レーザーを使用する新世代光デ

ィスク規格です。  

Blu-ray 3D 3D立体視動画を Blu-ray Disc に収録するために追加された拡張規格です。符号化には

H.264 MVC（multi view coding）が採用されています。  

サイドバイサイド 右眼/左眼それぞれの画像を左右に並べた形で、主に 3D立体視動画を配信する際に使わ

れる方式です。1枚の画面を右眼/左眼用に分割するため、横解像度は半分になります。  

MPEG2 ISO/IEC Moving Picture Experts Group によって策定された動画圧縮規格です。

DVDや地デジなど様々なシーンで利用されています。  

AVI Microsoftが開発したコンテナ形式です。様々な種類のコーデックでエンコードされた動画や音

声を格納することができます。  

YUV 輝度信号(Y)と、輝度信号と青色成分の差(U)、輝度信号と赤色成分の差(V)の 3 つの情

報からなる色空間（カラースペース）フォーマットです。  

DPX 映画制作などでよく使われるファイル形式です。YUV でなく RGB形式でデータを保持していま

す。原則 1画面 1 ファイルで、一般的なアプリで読み込む場合には、連番ファイルを動画として

読み込みます。  

MOV Appleが開発した、Quicktime向けの動画ファイル形式です。v210は、10bit YUV 

4:2:2 (UYVY) を含む非圧縮フォーマットです。 

H.264 ES H.264形式でエンコードした動画を多重化する前のバイナリ形式です。  

MPEG-2 TS 放送によく利用されるコンテナ形式です。ビデオコーデックはMPEG2以外にH.264も格納可

能です。  

MP4 PC向け配信用によく利用されるコンテナ形式です。ビデオコーデックは MPEG4以外に

H.264 も格納可能です。  

FLV Adobe Flash でビデオを配信する際によく利用されるコンテナ形式です。F4V とも言います。  

Linear PCM 音声などのアナログ信号をデジタルデータに変換する方式の一つで、非圧縮の音声データのこと
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を言います。  

WAV マイクロソフトと IBM により開発された音声フォーマットです。非圧縮 PCMのほか、MP3、

WMAなどの圧縮データを格納することもできます。  

タイムコード 磁気テープやディスクなどの記録媒体において、始点からの位置を示すために記録される信号

です。業務用 VTRでは SMPTE タイムコードと呼ばれるアドレスコードを用いており、何時間、

何分何秒、何フレームの形で表示されます。  

タイムコードオフ

セット値 

ES ファイルに記述されるタイムコード開始値のことを言います。任意に指定することができます。  

プリロール時間 キャプチャの前に、入力するポイントまでテープを再生する時間のことを言います。  

 

13.2  Video 

用語 説明 

プロファイル 利用する/しない圧縮技術・表現方法などを定義するものです。 

一般的に HD解像度の動画をエンコードする場合は、High profile が推奨されますが、再

生機が High profile に対応している必要があり、注意が必要です。また、BaseLine 

profileを選択した場合は、B ピクチャの使用不可 、インターレースの解像度は使用不可とい

った制限があります。Accelcoder Xでは、符号化方式として、Main/High 

Profile/Stereo High においては CABAC を使用しており、Baseline profile においては

CAVLC を使用しています。  

フレームレート ディスプレイに画像を表示するときに、1秒間に何回画面が書き換えられるかを表す値のことで

す。単位には fps（フレーム/秒）が使われます。  

プログレッシブ ディスプレイが画像を表示するときに、1回の画面表示を 1回の走査で行なうことを言います。

プログレッシブ方式は、画面がちらつきにくいため、静止画の多い PCのディスプレイなどに採用さ

れています。  

インターレース ディスプレイが画像を表示するときに、奇数ラインと偶数ラインの 2回の走査に分けて行なうこと

を言います。インターレース方式は、動きをスムーズに見せることができるため、従来のアナログテ

レビ規格ではインターレースが使用されていました。デジタルテレビ規格では、インターレースとプ

ログレッシブの両方が使用されています。  

ドロップフレーム 指定したフレームをタイムコードから定期的に抜く規格のことを言います。日本の放送局では実

時間（29.97fps）と合わせるために、通常はドロップフレームを使用しています。  

フィールドオーダ

ー 

インターレース方式にエンコードする際に、走査を行う順番のことを言います。偶数ラインが先の

場合が Top Field First で奇数ラインが先の場合は Bottom Field First となります。  

表示アスペクト

比 

表示する際の画像の横縦の長さの比率のことを言います。NTSCや PALなどのテレビ方式で

は、4：3の比率になっており、HDTVでは 16：9 とすることが国際規格として決まっていま

す。  

カラーマトリクス RGB と YUV間の色空間変換方式のことを言います。一般的に、HD映像には ITU-R rec. 

BT.709、SD映像には ITU-R rec. BT.601の方式を使用します。  
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ビットレート 1秒当たりどれだけのデータを送受信できるかという、データの通信速度のことを言います。単位

には bps（ビット/秒）が使われます。 

 ̧ デバイスごとのビデオビットレート目安 

IPTV (3～10Mbps) 

Blu-ray ディスク (20～40Mbps) 

PC向け配信系 (～10Mbps) 

モバイル向け配信系 (～1Mbps) 

レートコントロー

ル 

エンコードの際のビットレートの割り振りのことを言います。CBR と VBRの 2種類があります。  

CBR 圧縮のしやすさに関わらず、すべてのシーンを全て同じビットレートになるようにエンコードします。

最後に完成するファイルのサイズは一般的には指定したビットレートに時間をかけたものになりま

すので、作られるファイルサイズが予想しやすいという利点があります。ただ、画質はどのような画

像でも同じサイズに圧縮しますので、圧縮する画像によって画質が変化します。  

VBR VBR では、画質が一定になるようにエンコードを行います。動きや色の変化が大きい部分では

ビットレートを多く消費して画質を一定に保ち、逆に動きや色の変化が少ない場合にはビットレ

ートの消費を低く抑えて動きや色の変化が大きい部分のためのマージンとします。全体を通して

画質が一定になる反面、圧縮する画像によってビットレートが変化しますので、完成するサイズ

は実際にファイルが作成されるまで分かりません。  

QP 値 Quantization Parameter（量子化パラメータ）の略です。圧縮における量子化を制御

するための係数のことを言います。一般的に、設定値を小さくするほど画質が上がり、逆に大き

くするほど画質が低くなります。  

CPB Codec Picture Bufferの略です。デコーダに入力される前のビットストリームを保存するバッ

ファのことを言います。 

I ピクチャ フレーム内符号化画像とも呼ばれ､符号化/復号化をフレーム内で完結できるピクチャのことを

言います。必要な情報がすべてフレーム内に存在するピクチャなので､前後のフレームの情報無

しでも､問題なく表示することができます。  

P ピクチャ フレーム間順方向予測符号化画像とも呼ばれ､過去のフレームが無いと､表示できないピクチ

ャのことを言います｡過去に表示された I ピクチャと P ピクチャを予測画像として利用します。  

B ピクチャ 双方向予測符号化画像とも呼ばれ､過去と未来のフレームを必要とするピクチャのことを言い

ます｡過去と未来の IピクチャおよびPピクチャを予測画像として利用するので､単独では表示で

きないピクチャであるのと同時に､データ圧縮効果の高いピクチャでもあります。  

IDR ピクチャ H.264 から新たに追加されたピクチャです。後続のピクチャ(フレーム)に、自分より前のピクチャ

を予測画像として使うことを禁止する､特殊な I ピクチャのことを言います。  

GOP Group of picture の略です。I ピクチャを 1 つ以上含み、それに続く P ピクチャ、B ピクチャを

一まとめにグループ化したものです。  

シーンチェンジ検

出 

映像シーンの変わり目を自動で検出し、I ピクチャを自動挿入することを言います。GOP長が

その箇所で変更されるため、固定GOP長でなければ再生できないプレイヤーの場合は 0にす

る必要があります。  
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エンコードパス エンコード前にクリップを分析する回数を指定します。1パスエンコードは動画データを圧縮する

際に、データの解析と圧縮を同時に行なう方式です。2パスエンコードは動画データを圧縮する

際に、データの解析と圧縮を別々に行なう方式です。通常 2パスエンコードは 1パスエンコード

に比べて倍近い時間がかかりますが、その分高い画質や圧縮率を得ることができます。  

マクロブロック 画面を圧縮処理の単位に分割した 16x16画素の正方形ブロックのことを言います。H.264

では、マクロブロックをさらに 16x16～4x4まで 7種類のサブマクロブロックに分割して処理する

オプションを備えています。  

ブロックノイズ デジタル画像において発生するノイズの一種で、正方形のマス目がモザイクのようにはっきりと分

かれてしまうノイズのことを言います。  

デブロッキングフ

ィルタ 

ブロックノイズを軽減するために、H.264 のデコード処理ループ内でブロックエッジにフィルタをか

ける処理のことを言います。  

 

13.3  Audio 

用語 説明 

MPEG1 

audio 

layer2 

MPEG またはMPEG-2で使われる音声圧縮方式です。AAC と比較して圧縮率が低いた

め、ビットレートを多めに消費します。ビデオ CD（VCD）、スーパービデオ CD(SVCD)で利

用されています。  

AAC MPEG-2 またはMPEG-4で使われる音声圧縮方式です。MPEG-2 AACは主に日本の

BS デジタル放送と地上デジタル波放送の ISDB規格や SD-Audioの AAC フォーマット、ヨ

ーロッパ圏の DVDなどで利用されています。MPEG-4 AACは、iPodやウォークマンなどのデ

ジタルオーディオプレーヤー、PSPやニンテンドーDSiなどのゲーム機、携帯電話等で利用され

ています。  

ステレオ オーディオチャンネルを 2 つ（左・右）保持する音声再生方式です。  

モノラル オーディオチャンネルを 1 つ保持する音声再生方式です。  

TNS Temporal Noise Shaping（時間領域雑音整形）の略です。圧縮処理に伴う雑音のレ

ベルを、音の大きさに合わせて変化させ、音が小さな部分では雑音も小さくして聴感を向上さ

せることを言います。  

PID MPEG2 TS において、各トランスポートパケットのそれぞれが何を伝送しているものか示すため

の情報のことを言います。  

PSI Program Specific Information の略です。MPEG2 TS において、TS内に存在するプ

ログラムや、各 ES が属するプログラムの情報を記した情報のことを言います。  

 

13.4  Quantization 

用語 説明 

量子化マトリッ

クス 

元の画像データをどのくらい破棄するかを決めるための行列のことを言います。各行列の左上が

低周波成分を表し、右下が高周波成分を表しています。個々の数字を変更することで素材

やシーンに応じて画質をカスタマイズすることができるようになります。マトリクスは、
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Intra/Inter、Luma/Chroma別にそれぞれ設定することができます。  

Intra ピクチャ（フレーム）内のことを言います。  

Inter ピクチャ（フレーム）間のことを言います。  

Luma 画像の輝度のことを言います。  

Chroma 画像の色相のことを言います。  

Flat16 低周波も高周波も区別なく、量子化マトリクス上のすべての数値を 16 にすることを言います。  

JVT 低周波数成分には画質劣化を抑える小さな数字、高周波数成分には画質劣化を許容する

大きな数字を割り当てることを言います。なお、JVTは High プロファイルでのみ利用することが

できます。  

 

13.5  Timeline 

用語 説明 

ローパスフィルタ 低域周波数のみを通過させることで、画像をぼかすフィルタのことを言います。  

スムージングフィ

ルタ 

輪郭を中間色で塗りつぶして補正することで、画像を滑らかにするフィルタのことを言います。  

デバンディングフ

ィルタ 

カラーバンディングを除去することで、グラデーションの色階調を滑らかにするフィルタのことを言い

ます。  

セグメント再エン

コード 

設定を変えたい部分など、任意の個所だけを再度エンコードし、もとの映像に組み込むことを言

います。 

 


